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５兆円突破から２年１０か月で 

貸出金残高が６兆円を突破！ 
～前年同月比の増加額としては過去最高の５，６３９億円増加～ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、２０２０年７月の貸出金の月末残高が、初めて６兆円を

突破しましたのでお知らせいたします。 

当行は、２０００年以降、広域型地方銀行として積極的に営業展開を進めてまいりました。

１７４か店にまで拡大した店舗ネットワークはもとより、「銀・証・信」の連携等による事

業範囲の拡大を通じた付加価値の高い営業・サービスを推進し、お客さまの信認を得ること

で、預金量、貸出金量ともに大幅に増加しております。 

現在、新型コロナウイルス感染拡大が収まらない中、当行は、その影響を受けておられる

法人・個人すべてのお客さまの支援に、全力で取り組んでおります。今後も、金融面の支援

にとどまらない総合金融ソリューションを充実させることで、地域のお客さまの、安心・安

全で持続可能な経済活動をより一層サポートしてまいります。 

記 

総貸出金残高（速報ベース）（２０２０年７月３１日時点） 

月末残高 
６兆５８９億円 

（前年同月比５，６３９億円増加） 

 

以  上 

＜ご参考＞総貸出金残高の推移 
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